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サステナビリティ基本方針

未来は、信頼から生まれる。

社会が得る価値 ● カーボンニュートラルの実現
● 循環経済の実現
● 廃棄物処理コストの抑制

● 技術革新
● 生物多様性

● 人口減少
● 気候変動
● 循環経済

大栄環境グループ
が得る価値

● 社会からの信頼
● 持続的な成長

地域社会に
根差し培った

信頼基盤

参入障壁が高く
効率的なワンストップ
サービスを支える

施設群

一般・産業廃棄物
の一体的処理を
推進する

実行力

経営
ビジョン

事業の永続性を高め、
環境創造企業として

進化する

資源循環の
高度化

持続可能な
廃棄物の
適正処理

地域循環共生圏への基盤づくり

廃棄物処理・資源循環は、地域の理解と信頼があって初めて成り立つ事業
です。大栄環境グループは、既存拠点での地域との関係をさらに深めると
ともに、新たなエリアでも地域コミュニケーションを通じて、多面的な価値
を創出する「地域循環共生圏」を構築するベースづくりを目指します。

● 地域との共存・地域への貢献
● 自治体との協力体制の拡充

5つのマテリアリティ
大栄環境グループは、環境・社会をとりまく課題や当社グループの事業課題をリストアップし、
ダブルマテリアリティの考え方により各種課題の重要度を検証する特定プロセスを経て、
2024年６月に５つの重要課題（マテリアリティ）を特定しました。各重要課題の構成要素とポイントを紹介します。

環境創造企業に向けた事業基盤強化

廃棄物処理施設の老朽化や財源不足に直面する自治体が増えています。
大栄環境グループは、全拠点で一般廃棄物と産業廃棄物を一体的に処理
できるようにすることで、自治体と連携しながら地域の課題解決に貢献する
とともに、カーボンニュートラルの実現を目指します。

● 一般廃棄物と産業廃棄物の一体的処理の推進
● 処理施設の能力増強・処理ネットワークの拡充

脱炭素社会への貢献と環境負荷の低減

2050年カーボンニュートラルの実現には、未利用の廃棄物をいかに循環
利用するかが重要です。大栄環境グループは、廃棄物から資源やエネル
ギーを可能な限り創出し、施設の省エネ化や周辺環境への負荷低減にも取
り組みながら、安心・安全な施設運営を目指します。

● 資源循環システムの高度化
● 創エネルギーと省エネルギーの推進

● 環境保全への取り組み

人的資本経営の推進

ステークホルダーの信頼に応え、事業の成長を支えるのは「人」です。「創
造・改革・挑戦」という経営理念を実践できる人財を育成しながら、全ての
従業員が生き生きと活躍できる職場環境を整えます。業界再編が進む中で
も、優れた人財の確保・発掘・育成を続けられる環境整備を進めます。

● 次世代リーダー層の育成
● 人財の確保・発掘・育成

● 働きやすい職場および
　ダイバーシティの基盤整備

経営の透明性とグループ力の向上

事業の拡大に伴い、ガバナンスの強化と経営の透明性向上の重要性が高
まっています。監査等委員会設置会社への移行を経て、今後も、情報セキュ
リティや労働安全衛生などの管理体制をさらに強化し、経営の透明性とグ
ループ全体の総合力を高めていきます。

● グループガバナンスの強化
● 企業倫理・コンプライアンスの徹底

● 情報セキュリティの強化
● 労働安全衛生の確保

価値創造プロセス／重要課題（マテリアリティ）

ビジネス
戦略

公民連携・
地域との共生
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